
プログラムの目標
実践プログラムの以下の3つの観点＊を踏まえ、複合的な地球環境問題を構成する、
地球人間システムに存在する様々な境界と連環を明らかにします。人の生き方や価値
と人々の行動及び社会の変容を促すコミュニケーションと、地域と地球をつなぐマル
チスケールの社会デザインの共創を通して、持続可能な未来に向けた人と自然の関係
性の変容を目指します。

地球人間システムの連環に基づく未来社会の共創プログラム

プログラム名

プログラムディレクター

谷口　真人

公募予定時期

2024年度開始分（IS・FS）→ 終了

2025年度開始分（FSのみ）→ 今回の公募
応募締め切り：2025年1月

チラシダウンロード

 1.総合地球環境学研究所のプログラム－プロジェクト制におけるFS公募

実践プロジェクト 予備研究（FS)公募予定のお知らせ

地球人間システムの共創プログラム
総合地球環境学研究所

総合地球環境学研究所（以下「地球研」という。）の使命は、諸分野で個別に取り組まれている研
究を俯瞰し、地球環境問題の本質を解明するとともに、人間と自然とのあり方を統合的に提示する
ことにあります。設立当初から「地球環境問題の根源は、人間文化の問題にある」と位置づけ、文
理融合を中心とした「学際研究」や、研究者と社会との直接の連携に根ざした「超学際研究」を特
色とする、多様な研究プロジェクトを通して、課題解決型の研究に取り組んできました。第4期中
期目標・中期計画期間に開始する、３つ目の実践プログラムである「地球人間システムの共創プロ
グラム」の中のプロジェクト提案として、以下のFS公募を予定しています。

Keywords (例): 自然・社会・人の連環、地球と地域、資源の均質性と環境の多様性、恩恵と被害、
トレードオフとシナジー、利己性と利他性、衡平な社会と地球環境、など

＊実践プログラムの3つの観点

地球システム的視点による環境変化の理解と劣化への対応を探究する観点
環境問題を文化・価値体系とのつながりから把握することを通して、人新世における「生き方」
を探求する観点
地球環境問題の解決に向けた方策や思考を、社会の多様なアクターと協働して探求し、その解決法
を実現する仕組みを提示する観点



 2.研究プロジェクトの段階について

研究プロジェクト形成の最終段階であるFR（PRを含む）に到達すると、プロジェクトリー
ダーは地球研への完全移籍、またはクロスアポイントメント制度の適用により、地球研の専
任教員（教授または准教授）になっていただく必要があります。

3.公募開始後の審査スケジュール（現在における予定であり、変更が生じる場合もあります。）　

プログラムが求める研究内容等についてのご質問や申請するプロジェクトとの関係についての
ご相談は、直接プログラムディレクターにお問い合わせください。

プログラムディレクター・谷口真人　連絡先: makoto@chikyu.ac.jp

4.問い合わせ先　

5.参考資料　

プログラムのホームページ :  
https://www.chikyu.ac.jp/taniguchi.program/

https://www.chikyu.ac.jp/taniguchi.program/mission.html
プログラムのミッションステートメント : 

https://www.chikyu.ac.jp/rihn/news/careers/detail/56/
昨年度の公募要領・様式 : 

地球研の理念と達成目標 :
（地球研HP : https://www.chikyu.ac.jp/rihn/about/philosophy/）

2024年11月及び12月上旬

2025年1月下旬

2024年11月

2025年1月下旬

2025年2月下旬

・公募開始

・発表審査会（書類審査通過者、於：地球研）

・応募書類の提出締切

・公募説明会

・書類審査結果通知

インキュベーション研究（IS）→ 終了
　地球環境問題の解決に向けた総合的な研究の新たな研究シーズの発掘（予算規模100万円/年）

予備研究（ＦＳ）→ 今回の公募

プレリサーチ（ＰＲ）
ＦＲへの移行が決定された後、1年以内の準備期間（予算規模1,600万円/年）

フルリサーチ（ＦＲ）
研究期間は3～5年間、予算上限5,000万円/年と3,000万円/年の二種類があり、二つは研究
テーマの性格や文理融合・連携の方法の多様性を尊重するために設けられたものです。

予備研究

FS
６か月～ 1年

プレリサーチ

PR
1年以内

フルリサーチ

FR
３年～５年

審査 評価 評価
（最終年度）内部審査

Council for Research Strategy
外部評価

External Research Evaluation Committee

インキュベーション
 研究
IS

６か月～ 1年

公募

　　　　　　　　　　
ＦＲとしての実行可能性を検証するために行う予備的な共同研究（予算規模400万円/年)

地球人間システムの共創プログラム 検索


